
自

然

は

誰

の

も

の

か

i

滝
野
国
営
公
園
を
考
え
る
!

市

川

正

良

私

ど
も
は
昭
和

三
十
九
年
現
役
時
代

か
ら
札
幌
周
辺
緑
懇
時
代

に
か
け
、
前
後
六
回
、
滝
野

の
自
然

を
訪

ね
、
ア

シ
リ
ベ
ッ
の
滝
、
鱒
見

の
滝
周
辺
百
㎞
の
森
林

を
保
健
保
安
林

指
定
を
行
う

よ
う
、
市

、

道
、
国

に
要
望
し
て
き

た
。

昨
年
十
月

、
友
人
と
久
し
ぶ
り

に
国
営
公
園
計

画
地
と
な

っ
た

「
滝
野
自

然

の
村

」
を
訪
ね
、
約

八

㎞
を
探
勝

し
た
。
雲

一
つ
な
い
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
、
標
高

二
九
四

m
の
展
望
台

に
立

つ
と
、
南
に
島
松

山
、
野
牛

山
、
空
沼
岳
が
手

に
と

る
ご
と
く
、
西
は
る
か
に
札
幌
岳
、
砥
石
山
、
手
稲
山
が
そ
び
え
、

北

に
月
寒
焼

山
、
白
旗
山
の
ゆ
る
や

か
な
丘
陵

が

つ
づ
き
、
彼
方

に
ゴ

ル
フ
場
も
見

え
て
、
そ
の
す
ば

ら
し

い
雄
大
な
自
然
景
観
に
し
ば
ら
く
魅
了
せ
ら
れ

た
。
見
下
せ
ば
戦
後
開
拓

の
夢
の
跡

の
段

々
畑

に

は
、

ス
ス
キ
、

ハ
ギ
が
生
茂
り
原
野
化
し

て
い
る
。
台
上

の
休
憩

テ
ソ
ト
の
机

に
腰
を
お
ろ
し
て
汗

を

ぬ
ぐ

い
、
う

ま
い
空
気
を
胸

一
杯
吸

い
な
が
ら

の
弁
当

の
味
は
ま
た
格
別

で
あ

っ
た
。
今

回
、
私
は
国

営
公
園

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
を
考

え
る
こ
と
と
し
た
。

札

幌

の

自

然

札
幌

の
自

然
を

一
応
、
次
の
四
タ
イ
プ

に
類
型
区
分

し
て
み
た

い
。

①
奥
地

の
自

然

:
豊
平
川

の
源

流
地
域

で
、
朝
里
岳
'
余
市
岳
、
無
意
根
山
、
漁

山
な
ど

一
、
三
〇

〇

m
級

の
高
峯

に
か
こ
ま
れ
た
森
林

資
源

と
水
資
源
、
定
山
漢
観
光
資
源
地
域

で
あ

る
。

ハ
イ

マ
ツ
、

ミ
ヤ

マ
ハ
ソ
ノ
キ
、
ミ
ヤ

マ
ナ
ナ
カ

マ
ド
は

一
、

二
〇
〇

m
以
上

に
、
ダ
ケ
カ

ン
パ

、

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト

ド

マ
ツ
、

シ
ラ
カ
バ
が
八
○
O

m
附
近

ま
で
標
高
が
低
く
な
る
と
、
ナ
ラ
、

シ
ナ
、
ウ
ダ
イ
カ
ソ
バ
、

ニ
レ
、
イ
タ
ヤ
、
オ

ニ
グ

ル
ミ
な
ど
が
分
布

し
て
い
る
。

銀
嶺
荘

、
無
意
根
山
荘

な
ど
十

カ
所

の
山
荘
が
あ
り
、
登
山
と

ッ
ア
ー
ス
キ
ー
の
メ

ッ
カ
で
あ

る
。

豊
平
峡

ダ

ム
、
近
く
小
樽
内

ダ

ム
自
然
公
園
、
水
源

か
ん
養
保
安
林
な
ど
雄
大
男
性
的
で
資
源
型

の
守

る
べ
き
自
然
で
あ
る
。

②
裏

山
の
自
然

・・札
幌
市

街
の
裏

山
で
あ
る
手
稲
、
藻
岩

、
砥
石
、
焼
山
な
ど
標
高

一
千
～
七
百

m

級

の
連

山
地
域

で
あ
る
。
ダ

ケ
カ
ソ
バ
、

エ
ゾ

マ
ツ
、
ト
ド

マ
ッ
、

エ
ゾ
イ

タ
ヤ
、
ベ

ニ
イ
タ
ヤ
、

カ

ッ
ラ
、

セ
ソ
ノ
キ
、
オ

ニ
グ

ル
ミ
、

ミ
ヅ
ナ
ラ
、

シ
ナ
ノ
キ
、
オ

ヒ
ウ

ニ
レ
、

ハ
ル
ニ
レ
、
オ
ホ
ボ
ダ

イ
ジ

ュ
、

サ
ワ
シ
バ

、

ッ
リ
バ

ナ
な
ど
が
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
地
域

に
は
ゲ

レ
ソ
デ

ス
キ
ー
場
が
多

く

、
自
然
歩
道

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
り
、
四
季
を
通

じ
広
く

利
用

せ
ら
れ
て
い
る
保
健
休
養
地
域
で

生

か
す

べ
き
自
然
で
あ

る
。

③

丘
陵

の
自
然

:
月
寒
丘
陵
、
白
旗
山
、
野
牛
山
な
ど
標
高

三
～
五
百

m
級

の
波
状
型
ゆ

る
や
か
な

火
山
灰
性
丘
陵
地
域

で
あ
る
。

シ
ラ

カ
バ

、
ミ
ヅ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
、
ホ
オ
ノ
キ
、

シ
ナ
ノ
キ
、

コ
ブ

シ
、

ク
リ
、

エ
ゾ
ヤ

マ
ザ

ク
ラ
、
サ

ワ
シ
バ
、

カ
ラ

マ
ッ
造
林
が
分
布

し
て
い
る
。
自
然
歩
道

、

ハ
イ
キ
ソ
グ

コ
ー

ス
、
歩
く

ス
キ
ー
の
メ

ッ
カ
で
、
ゴ

ル
フ
場
も
数
多
く
、
山
菜
、
キ
ノ

コ
に
も
恵

ま

れ
、
水
源

か
ん
養
と
保
健
休
養
機
能

の
高

い
森
林
地
帯
で
、
家
族
的

に
利
用
す

る
自
然

で
あ
る
。

④
平
野

の
自
然

:
茨
戸
川
、

ペ
ケ
レ

ッ
ト
湖
、

モ

エ
レ
湖

、
石
狩
川
畔
、
豊
平
川
畔
な
ど
水
系
休
養

地
域

で
あ

る
。

ハ
ン
ノ
キ
、

ヤ
ナ
ギ
類
、
ポ
プ

ラ
、
ヤ
チ
ダ

モ
、

ニ
レ
、
カ

シ
ワ
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
な

ど
が
分
布
し
、
水
禽
と
魚
が
生
息

し
て

い
る
。
市
街
地
が
開
け

て
、
都
市
公
園
を
中
心
と
し
た
人
工
的
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都

市
型

の
日
常
利

用

の
自
然

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
自
然

は
誰

の
も
の
で
も
な
く

、
み
ん
な

の
も

の
で
あ
る
。
太
陽
、
大
地
、
空
気

、
緑
、
水

は
誰

の
私
有

物
で
も
な
く
、
生
あ

る
も
の
す

べ
て
の
共
有
財
産

で
あ
る
。
私
ど
も
は

こ
の
自
然

の
環
境

権
を
守
る
と
と
も

に
、

こ
れ
を
合
理
的

に
活
用
す
る
利
用
権
を
確
立
す
る
時
代
と
な

っ
た
。
こ
の
祖
先

か
ら
受
け

つ
い
で
き
た
貴
重

な
自
然
は
み
ん
な
で
守
り
、

こ
れ
を
そ
こ
な
う

こ
と
な
く

子
孫

に
引
継
ぐ

べ
き

で
あ

ろ
う

。

滝
野
は
ど
う
な
る
か

厚
別
川
は
空
沼
岳
山
系

の
無
名
山

(
六
三
一二
m
)

か
ら
発
し
、
野
牛

山
、
島
松
国
有
林

の
鱒

の
沢
、

月
寒
丘
陵

の
山
部
川
な
ど

の
支
流

を
集
め

て
、
清
田
、
厚
別
市
街
地
か
ら
旧
豊
平
川
水
路
を
経

て
豊
平

川
本
流

に
合
し

て
い
る
。
主
要
道
路

は
国
道

三
十
六
号
線
と
道

々
支
笏
湖
線

に
は
さ
ま
れ
、
常
盤
～
滝

野
～
清
田
線
と
、
滝
野
～
支
笏
湖
線
、
真
駒
内
～
滝
野
線

の
バ

ス
路
線
が
あ
り
、
現
在
滝
野
～
有
明
が

二
車
線
舗
装
工
事
中

で
、
厚
別
川
改
修
工
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
有
明
～
江
別
線

の
計
画
と
西
岡

～
澄
川
、
厚
別
、
滝
野
連

絡
線

の
整
備
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

滝
野
集
落

の
過

疎
化
が
進

み
、

現
在
約

三
〇
戸
、

う

ち
農
家

は
十
数
戸

で
、

農
地
約

四
〇

㎞
が
あ

る
。
鱒
見
園
な
ど
三
戸

の
養
魚
家
が
漢
流
沿

に
あ
る
。
山
部
川

に
も
三
戸

の
養
魚
家
が
あ

っ
た
が
、
羊

ケ
丘

ゴ
ル
フ
場
開
設

に
よ

っ
て
現
在

=
　
残
す

の
み
と
な

っ
た
。
厚
別
川
流
域
森
林

地
帯

の
土
地
利
用

状
況

は
、
ゴ

ル
フ
場
九

カ
所
、
演
習
場
三

ヵ
所

、
墓
苑
計
画
地

一
ヵ
所

な
ど
余
り

に
も
利
用
施
設
が
集

中
し
、
滝

野

の
自

然

は
ま
さ
に
全
面
的

に
破
壊

せ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
滝
野

の
自

然
は
、
札
幌
東

南
丘
陵

の
性
格

で
あ

る
自
然
を
生

か
し
利
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く

の
自
然
味
豊

か
な
聖
域

は
崩
壊
し
、
休
養
地
と
し
て
も
機
能

せ
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

京
大

・
岡
崎
名
誉
教
授
は

「
自
然
森
林

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
は
潜
在
価
値
は
高

い
が
、

一
条

の
歩
道

が
な
け
れ
ば
利
用

で
き
な

い
。
場
所
に
も
よ
る
が
、
厚
生
森
林

は
全
面
積

の
二
〇

%
く

ら
い
が
道
路
を

ふ
く

め
た
施
設

の
限
界

で
あ

っ
て
、
多

す
ぎ

て
も
、
少
な
す
ぎ
て
も
利
用
効
果
は
減

少
す

る
」
と
述
べ

て
い
る
。

滝
野
公
園

の
施
設
は
地
区
の
特
性
を
生

か
し
、
現
在

の
森
林
植
生

を
維
持
し
自
然

を
生

か
す

た
め
に

は
、
そ

の
施
設
面
積
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
、

一
五
%
く
ら

い
に
と
ど

め
る
べ
き

で

は
な

い
か

と
思

う
。

ア
シ
リ
ベ

ッ
滝
を
中

核
と
す
る
滝
野
公
園

計
画
地
区

は
、
滝
野
の
自
然

の
心
臓

部
で
あ
り
、
今
後

公
園
計

画
と
利
用

の
在
り
方
は
、
滝
野

の
自
然
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

。

車
の
両
輪
は
何
か

都

市
環
境
緑
化
対
策

の
柱
は
、
都
市
公
園
と
都
市
林

と
の
整
備

拡
充

で
あ

る
。
こ
の
二
つ
は
車

の
両

輪

の
相
関
性
が
あ
り
、

そ
の
対
策

の
い
ず

れ
を
欠

い
で
も
車

は
回
転

せ
ず

、

都
市
砂
漠
化
は
免
れ
な

い
。
昭
和

五
十
年
現
在

の
札
幌
市

の
都
市
公
園
は
約

九
〇

二
㎞
、

一
人
当
り
七

・
三
,
m
で
、
二
〇
年
後

長

期
目
標

で
は
二
〇
、m
、
三
、
六
〇
〇
㎞
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
都
市
林

は

一
人
当
り

一
一
・
七
、m
、

一
、

四
九
三
㎞

に
す
ぎ
ず

、

「
北
海
道

の
森
林
を

よ
く
す
る
会
」

は
先
般

一
人
当

り

一
一
〇
2m
、
二
〇
年
後

二
万
㎞

の
都
市
林
を
整
備
し
、
保
健
保
安
林

の
指
定
と
公
有
化
を
図
る
よ
う
提
言
し
た
。

昨
年
四
月
、
市

は
新
緑
化
条
例

と
緑

の
審
議
会
を
設
け

た
。
五
十
三
年
度
緑
化
推
進
部

の
予
算
三
九

億
円

の
う
ち
、
公
園
三
七
億
二
千
万
円
、
街
路
樹

一
億
円

と
昨
年
比
四
九
%
の
伸
び
を
示
し
た
が
、
都

市
林

関
係
は
四
千
万
円

に
す
ぎ

な
い
。
都
市
林
整
備
ぽ
零
査
定

に
終

っ
た
こ
と
は
、
全
く
片
手
落
ち
の

行
政
姿
勢
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

都
市
公
園

と
都
市
林

の
整
備
費

の
効
果
試
算
を
示
せ
ば
、
滝
野
公
園
四
〇
〇
㎞

で

一
二
〇
億
、
㎞
当

り
三
千
万
円
に
対

し
真
駒

内
保
健
保
安
林

は

一
三
〇
㎞
で
、

二
億
円
㎞
当
り

=
二
〇
万
円
で
あ
る
。
管

理
維
持
費
は
前
者

は
年
間
五
億

、
後
者

は

コ
ニ
○
万
円

で
、
㎞
当
り
は

=
二
〇
万
円
対

一
万
円
で
あ

っ

て
、
都
市
林

整
備
費

は
公
園

の

一
九
分

の

一
、
維
持
費
は

二
二
〇
分

の

一
に
す
ぎ
な

い
。
次

に
年
間
利

用
者

は
前

者
は

一
〇
〇
万
人
、
後
者

は
三
万
人

で
、
㎞
当
り

は
二
千
五
百
人
対

二
一二
〇
人

で
利
用
率

は

一
一
分

の

一
と
な

っ
た
。
単
純
経
済
利
用
効
果

は
、
都
市
林
が

は
る
か
に
優
れ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。

グ

ル
チ
メ
ク
氏

は
、
緑
地
形
態
を

一
〇

に
分
類
し
、

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
的
価
値
と
都
市
衛
生

の
観

点

か
ら
相
対
的
総
合
評
価
指
数

の
試
案
を
発
表
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
芝
生
○

・
七
、
公
園

八

・

五
、
都
市
林

一
七

・
七
と
し
て
お
り
、
都
市
林

は
公
園

の
約

二
倍

の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
う
え

都
市

公
園

の
用
地
取
得
費

は
都
市
林

の
数
倍
が
見
込

ま
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が

あ
り
、
単
純
比
較
は
無
理
で
あ
る
が
、
自
然

環
境
を
守
る
立
場
か
ら
も
都
市
林
整
備

の
必
要
性
は
、
よ

り
高
く
評
価
せ
ら
れ

る
べ
き
で
あ

ろ
う

。

林

野
庁

は
第

三
次
保
安
林
整
備
計
画

で
、
全
国
で
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
保
安
林

五
〇
万
㎞
と
、

都
市
林

を
中

心
に
保
健
保

安
林
五
〇
万
㎞
、
合
計

一
〇
〇
万
㎞
を
五
十
八
年
度

ま
で
に
新

に
指
定
す
る

こ
と
と
し
、
道
発
展
計
画

で
は
六
十

二
年
度
末
ま

で
に
水
源
か

ん
養
保
安
林

一
一
万
八
千
㎞
、
災
害
防

58



S52民 有林森林機能別調査表

機 能 別 藤 す隻蟄L醐

① 木 材 生 産6,891hα47%

659,576② 水源かん養

14③ 災 害 防止

31④ 保健保全
一L__」

157%

「2,083}l
i

4,535

11計i23
,085

旨4633r

合

㈲ 実 面 積

止
保
安
林

三
万
九
千
㎞
)
、保
健
保
安
林

六
万
六
千
㎞
を

新

に
指
定
す
る

こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
五
十
二
年
度
実

施
し

た
森
林

施
業
計

画
に
よ
る
と
、
札
幌
市
内

の
民
有

林

の
森
林
機
能
別
調
査
結
果

は
別
表

の
ご
と
く

で
、
保

健
林
機
能
整
備
す

べ
き
も

の
は
四
、
五

二
五
㎞
と
な

っ

て
い
る
。
表

の
中
で
㈲
/
㈲

一
五
七

%
は
約
五
七
%
が

機
能
別

に
重
復
し
て
お
り
、
㈲
実
面
積
は

一
四
、
六
三

三
㎞
で
あ

る
が
、
㈲
整
備
す

べ
き
森
林

面
積
総
計

は
二

三
、
○

八
五

㎞
で
あ
る
。

従
来
、
道
と
市

の
都
市
林
対
策

は
足
並
が
そ
ろ
わ
ず

協
調
不
十
分

で
あ

る
の
で
、
関
係
者

に
よ
る
都
市
林
委

員
会

を
早
急

に
設
け

る
よ
う
提
言

せ
ら
れ

た
が
、
実
行

さ
瓦
て

い
な

い
。
こ
れ
か
ら
ぽ
主
人
公

で
あ
る
市
罠
り

声
を
素
直
に
う
け

と
め
、
徒

に
所
有

者
の
思
惑

の
み
に
迎
合
す

る
こ
と
な
く

、
都
市
公
園
と
同
様

に
積

極
的

に
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
十
分

に
、
公
平

に
、
保

安
林
指
定

を
図

る
と
と
も

に
、
そ

の
公
有
化
を
促

進
す

る
必
要
が
あ
ろ
う

。

滝
野
公
園
は
ど
う
あ

る
べ
き
か

こ
の
公
園
計
画
地
区

は
明
治
初
年

は
国
有
林

で
あ

っ
た
が
、
大
戦
後
樺
太
引
揚
者

四

〇

戸

が

入

植

し
、
二
十
五
年
駐
留
米
軍

の
演
習
場
と
な
り
、
二
十
九
年
開

拓
.ハ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
地
と
な

っ
た
が
、
経

営

不
振

の
た

め
四
十
六
年

、
札
幌
市
は

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ソ
、
社
会
教
育

の
場
と
し
て
青
少
年
自
然

の

村
と
自
然
学
園

を
開
設
し
た
。
今

回
、

六
番
目
の
国
営
公
園
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

五
十
年
度

か
ら
道
開
発
局
、
札
幌
市

で
調
査
費
を
計
上
し
、
日
本
公
園
緑
地
協
会

に
委
託
し
、
佐
藤
委

員
ほ
か
八
名

の
学
識
経
験
者

に
よ

っ
て

「
基
本
計
画
」
が
策
定

せ
ら
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、

①
基
本
方
針
と
し

て
、
大
自
然

の
中

で
緑

と
雪
と
水
を
生
か
し
、
北
海
道

の
大
規
模
公
園
の

モ
デ

ル

と
し
た
広
域
的

レ
ク
リ

エ
シ

ョ
ン
活
動

の
拠
点

と
し
て
、
冬

の
利
用

に
重
点
を

お
い
て
、
オ
ー

ル
シ
ー

ズ

ソ
利
用
を

図
る
。

②
利
用
者
数

は
年
間

一
四
〇
万
人
、
日
最
大
利
用

一
万
四
千

人
(宿
泊
七
五
〇
人
)
、
乗
用
車

六
割

、

表容内画計

格性区地番
号

水 中心 の日帰 りレク活動
水 辺 レ ク 地 区
エ ソ トラ ソス地 区①

全 国の中心 となる管理機
能地区

中 心 施 設 区②

緑地基地、樹木学 習地 区ア ー ボ リ ー タ ム 区③

団体のキ ャ家 族 、 学 校 、
ソプ場

キ ヤ ソ プ 場 区④

小馬場、乗場 レクの基地乗 場 公 園 区⑤

冬季宿泊利用
サブエ ン トラソス区

コ テ ッ ジ 村 区⑥

`

自然の中の冒険遊
創造的 な遊び場

子 供 の 森 区⑦

研 修 の 場 、 子供 の森 、 ス
ポ ー ツ区 関連

体 育 づ く り、健 康 増 進 の
場

自 然 学 園 区⑧

森 林 ス ポ ー ツ 区⑨

自然散策、学習の場自 然 教 化 園 区⑩

予 算 概 要

総 額120億 円(53～62)

調 査 費4,800万 円(50～52)

整 備i費 第1期50億 円(53～57)

うちS53・ ・… ・1億8千 万 円

負担 別 国:道 ・市 ・町 ・村 一3一:壱

維持 管理費 年間4～5億 円

負担別 国:航 一ム港

基
本
計
画
の
見
直
し

バ

ス
四
割
、
日
最
大

一
、
四
〇
〇
台
を
見
込

ん
で
い
る
。

③
動
線
計
画

は
、
主
園
路

、
補
助
園
路

、
探
勝
路
に
分
け
て

乗
用
車
、
バ

ス
の
乗
入
れ
を
禁

止
し
、
園

内
循
環
.ハ
ス
運
用
を

検
討
し
、

サ
イ
ク
リ
ソ
グ

ロ
ー
ド
、
乗
馬
専
用
路
を
整
備
す
る

こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

④
計
画
内
容

表

(
別
表
)
⑤
予
算
概
要

(
別
表
)
私

の
資
料

で
は
区
域
植
生
の
概
要

は
、
全
面
積

四
〇
〇

㎞
の
中
で
森
林

二

〇
〇
㎞
、
原
野

二
〇
〇

㎞
で
そ

の
中
に
約

一
〇
〇
㎞
の
開
墾
跡

地

が
あ

る
。

巨
額
の
調
査
費
を
学
者
に
よ
る
基
本
計
画
で
は
あ
る
が
、
自
然
環
境
保
全
よ
り
利
用
開
発
施
設
中
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心

の
プ

ラ
ソ
で
あ
る
。
植
生
調
査
と
滝
野
集
落
対
策
が
な
い
の
は
遺
憾

で
あ
る
。
特

に
植
生
調
査

は
、

早
急

に
実
施
す

べ
き

で
あ
ろ
う

。
昔
か
ら
市

民
に
親
し
ま
れ
、
札
幌
東
南
自
然

環
境

の
核
心
で
あ

り
、

利

用
す
る
も

の
は
道

民
で
あ
る
の
で
、
基

本
計
画
を
公
開
し
て
広
く
市
民

の
声

を
求
め
て
、
よ
り
よ
い

も

の
に

つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く

べ
き

で
あ
ろ
う

。
踏
査

に
よ
る
私

の
見
直
し

は
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。

①

利
用
者

は
、
実

利
用

日
数

は
三
三
〇
曰
く

ら
い
し
か
見

込
め
ず

、
計
画

の
七
割
と
し
、
日
最
大

一

万
人

、
年
間
利
用
者

一
〇
〇
万
人
く
ら
い
が
適
当

で
あ
ろ
う
。

②
車

は
日
最
大

一
千
台
く
ら

い
で
十
分

で
あ
ろ
う
。

③
園
内
道
路

は
現
在
の
探
勝
路
を
活
用
し
、
主
園
路
と
補
助
園
路

は
最
少
限
に
抑
え
、
尾
根
筋

や
急

傾

斜
の
開
削

は
土
砂
流
出
、
崩
壊
を
招
く

の
で
避
け

る
。
展

望
台
ニ
カ
所

に
は
主
園
路
を
通
さ
な

い
で

歩

い
て
上
る
よ
う

に
す
る
。

自
然
学
園
区
を
通

る
も

の
は
副
園
路

に
改

め
、

舗
装

は
主
園
路

の
み
と

し
、
副
園
路

は
砂

利
敷
と
す

る
。

④
二

つ
の
展
望
台
附
近

に
人
工
的
広
場
、
園
地
造
成

は
、
返

っ
て
自
然
を
損
う
の
で
修
正
す

べ
き
で

あ

ろ
う
。

⑤
計
画
内
容
、
ω
公
園
区
域
面
積
四
〇
〇

㎞
の
中

に
、
民
有
林

一
八
○

㎞
と
雲
井
川

西
岸
な
ど

に
開

拓
当
時

の
土
砂
拝
止
林
約
二
〇
㎞
が
あ
り
、
合
計

二
〇
〇

㎞
の
森
林

が
あ
る
。
内
訳
は
ヵ
ラ

マ
ッ
林

四

七
㎞
、
天
然
林

一
四
三
㎞
、
未

立
木
地

=

㎞

で
あ
る
。
カ
ラ

マ
ッ
造
林

は
二
十
五
年
生

で
、
㎞
当
り

一
六
〇
～

二
〇
〇
、m
の
美
林

が
あ
る
。
将
来
と
も

こ
の
森
林
植
生
を
維
持

し
、
伐
跡
後

は
再
造
林
を
図

る
措
置

を
と

る
べ
き

で
あ
る
。

㈲
冬

の
利
用

は
第

二
展

望
台
中

心
と
し

て
、
開
墾
跡

に
二
〇
〇
～

三
〇
〇

m
の
緩
斜

コ
ー

ス
三

カ
所

の
適

地
が
あ

り
、

リ
フ
ト
の
な

い
小
ゲ

レ
ン
デ

ス
キ
ー
場
と
し

て
利
用
し
、
探
勝
路
は
歩
く

ス
キ
ー

コ

ー

ス
と
し

て
整
備
し
た
い
。

09
乗
馬
公
園
と

キ
ャ
ン
プ
場
は
逆

に
配
置
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
単
に
乗
馬
を
楽

し
む

だ
け

で
な

マ
グ
サ

く

、
秣

を
与

え
飼
育
す
る
体
験
を
養
な

い
ド
サ

ン
コ
ポ

ニ
ー
二
〇

～
三
〇
頭
を

つ
な
ぎ

、
冬

は
馬
檎

で

運
動
と
物
資
運
搬

に
利
用
し
、
厩
肥
は
肥
料

と
し
て
活
用
す
る
。

ω
子
供
農
園

を
設
け
、
野
菜
花
を
自

ら
つ
く
り
、
さ
ら
に
子
供

の
森

に
は
花
木
や
実

の
な
る
樹
木
を

植
え
る
な
ど
土
を
耕
し
、
汗
を
流
し
、
植
物
を
育

て
、
野
鳥
や

リ

ス
な
ど

の
住
家
を

つ
く
り
、
緑

の
遊

び
、
緑

の
学
習
、
緑

の
奉
仕
を
目
的
と
し
た
緑
少
年
団
活
動

の
拠
点
と
し
て
二
〇
㎞
く
ら

い
の
新

区
を

設
置
し
た

い
。

㈱
鱒
見
園

か
ら
厚
別
川
沿

に
新
探
勝
路

一
・
八
㎞
を
設
け
て
ア

シ
リ
ベ

ッ
滝
急
階
段

の
混
雑
を
防
ぐ

た
め
に
も
①

か
ら
緩

斜
面

を
利
用
し
て
神
社

に
ぬ
け

ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。

リ

ロ
ッ
ジ
や
管
理
棟

は
、
鉄
と

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
だ
け

で
な
く
、
カ
ラ

マ
ツ
丸
太
を
利
用
し
て
自
然
に

マ
ッ
チ
し
た
山
荘
づ
く
り
と
し
た
い
。

㈹
定
期
.ハ
ス
停
は
現
在
の
ま
ま
と
し
、
新

た
に
清
水
川

の
奥

と
、
中
央
水
辺
左
岸
お
よ
び
鱒
見
園
附

近

の
三
ヵ
所
く
ら

い
設
け

て
、
ゲ

ー
ト
守
衛

を
配
し
て
車

の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

紛
野
牛
山
国
有
林

界
に
は
、
幅
員
三
〇

m
前
後

の
防
火
線

が
ぜ

ひ
必
要

で
あ
る
。
野
牛
山

ハ
イ

コ
ー

ス
は
今
後
利

用
増
加
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
野
牛

山

ス
ポ
ー

ッ
林

は
ゲ

レ
ソ
デ

ス
キ
ー
場
を
開
設
す

る
よ

り
も
、
四
季

の

レ
ク
機
能
を
損
じ
な

い
ッ
ア
ー

ス
キ
ー

コ
ー
ス
整
備
が
望
ま
し
い
。

原
点
に
帰
へ
れ

戦
後

、
日
本
国
土

の
乱
開
発

の
進
行
は
経
済
優
先
開
発
政
策

に
よ
り
、
自
然
と
土
地

に
対
す
る
私
有

権

の
乱
用

に
起
因

し
て
お
る
。
自
然

と
土
地
は
再
生
産
す

る
こ
と

の
で
き
な

い
生
物
生
存

の
共
有
財
産

で
あ
る
。

い
か
に
自
由
経
済
下
の
日
本

で
も
、

今
後

は
公
共
福
祉
優

先
政
策

に
転
換

し
、

自
然
、

生

活
、
生
産

の
調
和
あ

る
豊

か
な
環
境
づ
く
り

の
定
住
圏
地
域
開
発
方
式
が
こ
れ

か
ら

の
国
づ
く
り
、
都

市
づ
く
り
、
村
づ
く

り
の
基
本
姿

勢
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
都
市
環
境
緑

化

へ
の
道

は
、
人
工
的
都

市
公
園
と
自
然
的
都
市
林

の
整
備

の
バ

ラ
ソ
ス
あ
る
施
策

の
確
立
で
あ
る
。

私

は
滝
野
公
園
総
投
資
額

一
二
〇
億

の
う

ち
五
〇
億
く
ら

い
を
都
市
林

に
振
替
え

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
数
千
㎞

の
都
市
整
備

と
公
有
化
が
で
き

て
、
公
平

に
血
税
が
配
分

せ
ら
れ
、
自
然
を
守

る
決
め
手

に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
青
少
年
自
然

の
村
と
自
然
学
園
設
置

の
原
点

に
帰

っ
て
、
現
在

の
滝

野

の
自
然

や
森
林
植

生
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

キ
ツ
ネ
、

ノ
ウ
サ
ギ
、

リ
ス
な
ど
の
小
動
物
、
キ
ッ
ツ

キ
、

ツ
グ

ミ
、

カ
ケ

ス
、
ウ
グ
イ
ス
、
カ

ワ
ガ
ラ

ス
な
ど
種

の
野
鳥
、

ヤ

マ
ベ
、

ニ
ジ

マ
ス
、

ハ
ナ
カ

ジ

カ
な
ど
の
淡
水
魚
が
、
こ
れ
か
ら
も
生
息

で
き

る
よ
う
な
自
然
を
守

っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
自
然
と

人
間
と

の

ハ
ー
モ

ニ
ー

の
あ

る
北
海
道

ら
し

い
大
規
模
国
営
公
園
に

つ
く
り
あ
げ
ら
れ

て
ゆ
く
こ
と
が

で
き

る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

名
称

は
こ
の
自
然

に
ふ
さ
わ
し
い

「
北
海
道

滝
野
丘
陵
公
園
」
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
ま
た
滝

野

に
住
む
人
々
の
生
活

と
生
産

の
場

を
与
え

て
、
喜

ん
で
定
住

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
確
立

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
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